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Ⅰ．は じ め に

　本章では，スポーツ団体における「スポーツと
環境」に関する取り組みや方針について把握す
るため，公益財団法人日本スポーツ協会（以下，
「JSPO」）の加盟団体を対象に実施したアンケー
ト調査結果の概要を報告する．
　調査対象としたJSPO加盟団体は，競技団体61
団体，都道府県体育・スポーツ協会47団体，関係
スポーツ団体７団体，準加盟団体３団体，計118
団体である．JSPOの定款１）および加盟団体規程２）

に基づけば，調査対象とした加盟団体は以下のよ
うに位置付けられている．

(1)  競技団体：国内におけるスポーツを各競
技別に統括するスポーツ団体

(2)  都道府県体育・スポーツ協会：各都道府
県におけるスポーツを総合的に統括する
団体

(3)  関係スポーツ団体：上記 (1) および (2)
以外で，スポーツに関する事業を行う団
体

(4)  準加盟団体：上記 (1)，(2) および (3)
以外で，国内におけるスポーツ団体

　また，加盟団体は以下の使命を担っている．

　第５ 条　加盟団体は，社会的存在としての責務
を自覚し，スポーツ団体として適正な組織
運営等（各条において組織運営の他に，経
営，事業又は活動を含んで使用されるもの
がある．）を行うため，次の取組を自主的・
自律的に行わなければならない．

　　　 (1)  「スポーツ宣言日本」（平成23年７月

15日採択）に提起するスポーツの使
命の実現を目指し，本会及び他の加
盟団体等と連携及び協働の上，スポー
ツの普及・推進及び競技力の向上に
尽力すること．

　　　 (2)  スポーツに携わる者の権利利益の保
護，心身の健全育成及び安全の確保
に配慮し，スポーツの健全な普及・
発展を図ること．

　　　 (3)  スポーツ団体としての公正性，公平性，
透明性を確保した組織運営等を行い，
ガバナンスの強化・充実及びコンプ
ライアンスを徹底し，スポーツ・イ
ンテグリティの向上を図ること．

　　　 (4)  スポーツを通じて，多様な人々が共
生する平和と友好に満ちた持続可能
で豊かな社会の創造に寄与すること．

　以上に基づけば，JSPO加盟団体は，「スポーツ
宣言日本」に記された「環境と共生の時代を生き
るライフスタイルの創造に寄与」３）するとともに，
「持続可能で豊かな社会の創造に寄与」するため，
持続可能性の基礎・前提である「環境保護」に関
する取り組みを自主的・自律的に推進しなければ
ならない．また中長期的にみれば，環境保護に取
り組むことは「スポーツに携わる者の権利利益の
保護，心身の健全育成及び安全の確保」にもつな
がるものである．
　しかしながら，統括団体であるJSPOは喫緊の
課題として認識しているものの，これまで「スポー
ツと環境」に関する取り組み推進してきたとはい
えない状況にある．つまり，本調査は，より体育・
スポーツ現場に近いスポーツ団体から「お知恵を
拝借」し，今後JSPOが統括団体として本格的に
取り組むための基礎資料を作成するために実施す
るものである．

第１章　スポーツ団体における取り組み 
－「スポーツと環境」に関する調査結果－

石塚　創也１）

１）日本スポーツ協会　スポーツ科学研究室



─ 8 ─

Ⅱ．調 査 方 法

　調査依頼は，郵送とメールによって行い，Web
回答フォームにより任意で回答を求めた．

〈調査実施概要〉
調 査 名：「スポーツと環境」に関する調査
調査時期：2021年１月13日～2018年２月８日
調査対象： 公益財団法人日本スポーツ協会加盟団

体　118団体
調査方法： Web調査（Web回答フォームをメール

で配信）
回 答 数：86団体（72.9%）

　調査内容は，環境保護に関する専門部署・委員
会等の設置状況について「設置している」「設置
を検討している」「設置していない」の３つの選
択肢から一つを，研修会の開催状況について「開
催している」「開催を検討している」「開催してい
ない」の３つの選択肢から一つを選択する方式と
した．また，主催する競技会・イベントや，スポー
ツ団体の事務局における環境保護に関する取り組
みについては自由記述で回答を求めた．さらに，
JSPOに今後求めることについて，選択肢から選
択する方式（複数回答可）と併せて，自由記述で
も回答を求めた．

Ⅲ．調 査 結 果

(1 ) 環境保護に関する専門部署・委員会等を設
置していますか．
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(2 ) 役職員を対象とした環境保護に関する研修
会等を開催していますか．

(3 ) 指導者を対象とした環境保護に関する研修
会等を開催していますか．
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(4 ) 選手を対象とした環境保護に関する研修会
等を開催していますか．

(5 ) 貴団体が主催する競技会・イベントにおけ
る環境保護に関する取り組みがあればご教示
ください．（例：ゴミの分別を徹底している，
再生可能エネルギー100%の電力契約に切り替
えている，公用車としてEV車を理由している，
カーボン・オフセットの導入等）（自由記述）

　 • ゴミの分別
　 • ゴミの持ち帰り
　 • 競技特有の廃棄物の確実な回収
　 • 水質検査の実施
　 • 紙資料の削減
　 • デジタルデータによる資料配布
　 • プラスチック製品の利用削減
　 • 国際機関・政府機関（国内）・その他企業と

の連携
　 • ゴミ拾い等のクリーン活動
　 • 特設ブースの設置
　 • エコグッズ製作のワークショップの開催
　 • 公共交通機関の利用促進
　 • 節水
　 • 節電
　 • 間伐材を利用したメダル・盾の作成・授与
　 • マイクロバブル発生装置による実証実験の

実施
　 • ユース世代アスリートに対するセミナーの

実施
　 • 環境協力金の徴収とカーボン・オフセット

の導入
　 • Web会議システムの積極的活用
　 • グリーン購入の積極的利用
　 • グリーンマーク認定製品の積極的利用
　 • SDGsの推進への寄与

(6 ) 貴団体の事務局における環境保護に関する
取り組みがあればご教示ください．（例：ゴミ
の分別を徹底している，再生可能エネルギー
100%の電力契約に切り替えている，公用車と
してEV車を理由している，カーボン・オフセッ
トの導入等）（自由記述）

　 • ゴミの分別
 　• JOCの各種啓発資料の活用，ポスター等の

掲示
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　 • 啓発活動を行うこと
　 • 各スポーツ団体でのグッド・プラクティス

を共有すること
　 • 環境保護に関わる調査や活動に対する補助

金制度の設立
　 • 指導者養成や選手育成や，環境教育の導入，

環境保護活動の習慣化をJSPOが主導し，各
スポーツ団体に対し啓発あるいは指導する
こと

　 • スポーツ団体が利用できる環境保護やSDGs
に関する啓発教材の開発や相談窓口を設置
すること

　 • 積極的かつ継続的に情報発信すること
　 • 会館のゴミステーションにリサイクルコー

ナーなどを設置し，リサイクル・リユース
を推奨すること（岸記念体育会館からの移
転において廃棄が多すぎると感じた）

　 • 覚えやすい標語・ロゴ・マスコットなどの
作成によるスポーツ関係者へのメッセージ
伝達促進

　 • スポーツの視点からみる環境保護や持続可
能性についての議論の場を設定し，スポー
ツ界から国民へ発信するためにリーダー
シップを取ること

　 • 加盟団体や役員への通知文書をオンライン
化し，書類や封筒等の紙資源の削減を率先
して推進すること

　 • 大会における競技会場本体のエコ化を行う
こと

 　• クリーンな電力や省エネ性能の高い設備を
導入するなど，観客動員の大きいスポーツ
団体の運営方針を再検討すること

 　• 事務局におけるビニール袋の削減，紙パッ
クの弁当箱の使用を推奨すること

 　• 環境保護に積極的なスポーツ団体に対し，
日本スポーツ振興センター助成等のポイン
トを加算するよう働きかけること

 　• 日本スポーツ協会の取り組みをまず示すこ
と

 　• スポーツを通じた一過性に終わらない環境
保護への取り組みで，かつ各加盟団体と連
携して組み，メリットが感じられるプログ

 　• 紙資料の削減
 　• デジタルデータによる資料配布
 　• プラスチック製品の利用削減
 　• 国際機関・政府機関（国内）・その他企業と

の連携
 　• ゴミ拾い等のクリーン活動
 　• 公共交通機関の利用促進
 　• 節水
 　• 節電
 　• Web会議システムの積極的活用
 　• グリーン購入の積極的利用
 　• グリーンマーク認定製品の積極的利用
 　• SDGsの推進への寄与
 　• 環境イベントの開催

(7 ) 環境保護に関する課題や対策について，日
本スポーツ協会（JSPO）に何を求めますか．（複
数回答可）
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その他：
 　• 海外の環境保護の取り組みに関する先進国

での有効な具体的事例を紹介すること
 　• JSPOとJOCが連携して取り組むこと
 　• 環境保護の専門家による講義を含めたセミ

ナー・研修会を開催すること
 　• スポーツ施設における自然エネルギー由来

の電力使用，環境に配慮した素材の使用を
国・地方自治体等に働きかけること

(8 ) その他，環境保護に関する取り組みについ
て日本スポーツ協会に求めることがあればご
教示ください．（自由記述）
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る．
　また，加盟団体からは，環境保護活動に対する
補助金制度の設立，JOCとの連携，一過性ではな
い継続的な情報共有及び助成のポイント加算な
ど，有用な示唆を頂いた．また，「日本スポーツ
協会の取り組みをまず示してもらいたい」といっ
た叱咤激励も頂いた．心より感謝を申し上げたい．
　今後，本調査結果はもとより，調査研究プロジェ
クトによって得られた成果を踏まえ，JSPOにお
ける「スポーツと環境」に対する意識の向上や，
方針の策定，具体的な活動・対策の実施について
検討することとしたい．
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ラムを推進すること
 　• 環境負荷の少ない素材を優先して導入する

システムを構築すること
 　• 競技会，イベント時に実際に使えるゴミの

分別をうながすメッセージボードや観客に
配布できるごみ袋等を作成すること

 　• 代表候補の練習等では更衣室やフィールド
でのゴミを残さないことなど，公共の場で
の行動についても徹底されているため，競
技レベルに問わず徹底できるようにするこ
と

Ⅳ．お わ り に

　調査結果から，主に競技団体や特定の競技を統
括する関係スポーツ団体において積極的な取り組
みがなされていることが明らかになった．これ
は，スポーツ現場により近い立場にあるというこ
とも考えられるが，日本オリンピック委員会（以
下，「JOC」）の加盟団体でもあるためであると考
えられる．JOCは2001年に「スポーツ環境委員
会」（現スポーツ環境専門部会）を設置し，「JOC
スポーツと環境・地域セミナー」を毎年開催する
とともに，加盟団体の担当者を参集しディスカッ
ションを行う「スポーツと環境担当者会議」の開
催，各種教育・啓発活動を実施してきた４）．一方，
JSPOのみに加盟しているスポーツ団体について
は，これまで積極的に取り組みを実施してこな
かった傾向がみられる．やはり，JSPOが「スポー
ツと環境」に関する取り組みを主導する必要があ


